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１
．
視
察
の
概
要

（
１
）　

実
施
日

令
和
３
年
７
月
７
日（
水
）

（
２
）　

調
査
目
的

町
内
の
支
所
・
出
張
所

の
現
状
機
能
等
に
つ
い
て

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

学
校
で
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
事
業
の
現
状
把
握
を

行
う
。

（
３
）　

調
査
の
経
過

①
中
津
支
所
・
美
山
支
所

及
び
寒
川
出
張
所
を
視
察

し
、
現
状
機
能
に
つ
い
て

資
料
提
示
と
概
要
説
明
を

受
け
た
。

②
山
野
小
学
校
に
て
、Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業
に
係

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
授
業
を
参
観
し
た
。

（
４
）
調
査
の
結
果
と
意
見

【
支
所
・
出
張
所
】

○
寒
川
出
張
所

職
員
は
１
名
で
あ
る

が
、
寒
川
診
療
所
と
併
設

と
な
っ
て
い
る
。

　

主
な
業
務
は
、
戸
籍
住

民
票
関
連
・
印
鑑
証
明
・

税
務
証
明
・
火
葬
認
許
等

と
な
っ
て
い
る
が
、
地
域

住
民
の
要
望
な
ど
を
本
町

担
当
課
へ
の
取
次
も
行
っ

て
い
る
。

手
数
料
等
の
公
金
扱
い

額
は
、
過
去
４
年
平
均

で
、約
１
３
８
万
３
千
円
、

２
６
３
件
程
度
と
な
っ
て

い
る
。

　

普
段
の
業
務
に
お
い
て

の
支
障
は
少
な
い
が
、
職

員
の
休
暇
等
に
関
し
て

は
、
１
名
で
あ
る
こ
と
か

ら
併
設
の
寒
川
診
療
所
の

事
務
職
員
を
補
充
す
る
こ

と
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

し
か
し
、
災
害
や
避
難

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
対

応
に
遅
れ
が
な
い
か
心
配

で
あ
る
。

○
美
山
支
所

美
山
地
域
振
興
課
７

名
、
林
業
振
興
課
８
名
で

あ
り
、支
所
管
理
施
設
は
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
上

初
湯
川
ふ
れ
あ
い
の
家
、

美
山
漕
艇
場
と
な
っ
て
い

る
。美

山
地
区
全
域
を
管
轄

し
て
い
て
、
主
な
業
務
は

寒
川
出
張
所
と
同
様
で
あ

る
が
、
対
応
件
数
は
約
６

倍
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
は
寒
川

地
区
水
道
、
愛
徳
地
区
水

道
、
丸
山
地
区
水
道
の
集

中
制
御
シ
ス
テ
ム
が
配
備

さ
れ
て
お
り
、
水
道
管
理

の
業
務
も
頻
繁
に
行
わ
れ

て
い
る
。

手
数
料
等
の
公
金
扱
い

額
は
、過
去
４
年
平
均
で
、

約
１
０
３
６
万
６
千
円
、

１
６
４
３
件
程
度
と
な
っ

て
い
る
。

美
山
地
域
振
興
課
と
し

て
の
管
轄
エ
リ
ア
が
広
大

で
あ
り
、
山
間
部
の
谷
沿

い
に
集
落
が
あ
る
た
め
、

対
応
が
心
配
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
日
頃
か
ら
支
所

と
各
区
の
意
思
疎
通
を
図

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

○
中
津
支
所

中
津
地
域
振
興
課
８

名
、
地
籍
調
査
室
５
名　

道
路
整
備
員
（
川
辺
・
中

津
・
美
山
各
２
名
の
６
名
）

で
あ
り
、
支
所
管
理
施
設

は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

と
な
っ
て
い
る
。

中
津
地
区
全
域
を
管
轄

し
て
い
て
、
主
な
業
務
は

美
山
支
所
と
同
様
で
あ

る
。
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

は
、
中
津
地
区
住
民
に
よ

り
多
種
多
様
な
活
用
が
行

わ
れ
て
い
る
。

手
数
料
等
の
公
金
扱
い

委員会町内視察レポート 

総
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教
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委
員
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額
は
、
令
和
２
年
実
績

で
１
４
４
０
万
６
千
円
、

２
２
４
４
件
と
な
っ
て
い

る
。支

所
施
設
は
、
平
成
29

年
５
月
よ
り
業
務
開
始
し

て
い
る
が
、
旧
館
と
の
間

が
雨
天
時
に
雨
が
吹
き
込

む
の
で
対
策
が
必
要
で
あ

る
。

ま
た
、
地
域
の
要
望
と

し
て
観
音
寺
橋
交
差
点
の

安
全
対
策
を
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
は
以
前
か
ら

の
要
望
で
、
対
策
と
し
て

赤
色
回
転
灯
を
設
置
し
た

が
、
通
学
の
安
全
確
保
の

た
め
、
早
急
な
今
後
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

【
山
野
小
学
校
】

山
野
小
学
校
の
５
・
６

年
生
の
複
式
学
級
で
の
国

語
授
業
を
視
察
し
た
。

５
年
生
が
３
人
で
、
重

松
清
著
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
題
材
に
電
子
教
科
書
を

使
っ
て
い
た
。
自
動
読
み

上
げ
機
能
を
つ
か
っ
て
イ

ヤ
ホ
ン
で
聞
い
て
、
そ
の

本
の
感
動
し
た
部
分
と
本

の
紹
介
文
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
作
成
し
て
い
た
。

６
年
生
は
５
人
で
、
事

前
に
自
分
が
選
書
し
た
本

を
読
み
、
そ
の
本
の
紹
介

と
読
み
ど
こ
ろ
を
原
稿
用

紙
に
書
い
た
も
の
を
前
で

発
表
し
、
そ
の
発
表
に
つ

い
て
の
評
価
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
作
成
し
て
い
た
。
複

式
授
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
授
業
の
難
し
さ
を
感

じ
た
。

ソ
フ
ト
は
、
ウ
イ
ン
ド

ウ
ズ
の
テ
ィ
ー
ム
ス
を
活

用
し
て
行
っ
て
い
た
。
キ

ー
ボ
ー
ド
を
打
つ
際
の
指

の
使
い
方
が
、
両
手
の
児

童
も
居
れ
ば
指
一
本
で
打

つ
児
童
も
い
た
の
で
、
基

本
的
な
指
の
使
い
方
は
教

え
る
必
要
も
あ
る
。

次
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
と

目
の
距
離
が
近
い
の
で
、

将
来
的
に
視
力
に
何
ら
か

の
影
響
が
出
る
可
能
性
が

あ
る
。
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
が
示
さ
れ
て
、
先
生

や
子
供
た
ち
へ
の
心
身
の

健
康
管
理
を
し
っ
か
り
行

う
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

教
育
の
基
点
が
タ
ブ
レ

ッ
ト
で
は
な
く
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
は
あ
く
ま
で
道
具
と

し
て
捉
え
る
必
要
が
あ

る
。
教
師
側
が
、
授
業
に

お
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
安

易
に
頼
ら
な
い
と
い
う
意

識
を
持
つ
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
活

用
で
各
校
に
活
用
格
差
が

出
な
い
よ
う
に
、
教
育
委

員
会
の
指
導
は
重
要
で
あ

る
。始

ま
っ
た
ば
か
り
だ

が
、
教
育
委
員
会
と
学
校

の
更
な
る
知
識
強
化
と
研

究
が
重
要
で
あ
る
。
今
後

の
取
り
組
み
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

中津支所

山野小学校




